
【要　　　旨】

　別府大学の教養英語科目では、プレイスメントテストおよび同形式の学期末共通

テストを、項目応答理論を用いて分析してきた。その結果、問題の難易度、識別力、

正答率、解答選択傾向などのデータが蓄積されている。本論では、別府大学の学生

がどこで躓いているのかを調べ、教育へのフィードバックを図るため、テスト問題

としてふさわしい識別力の高い問題を抜粋し、難易度、解答選択傾向、正答率の

それぞれについて考察を行った。
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１　はじめに

　別府大学の一般教養の英語では、１年生の必修英語科目４科目で、習熟度別クラス編成を行う

ためのプレイスメントテストを４月に実施している。さらに、これと同形式の共通テストを前期末・

後期末にも実施することにより、１年間の英語力の伸びを測っている（以降、「共通テスト」と

呼ぶ）。2013年度からは、同様のテストを実施している日本語教育研究センターと協力しながら、

語学の学習成果を測定するシステムを構築する試みを続けてきた。

　英語の共通テストは、４択式50問のマークシート式で、内容は40問が中学・高校で身につけて

おくべき文法に関する問題、残り10問もやはり中学・高校レベルの語彙や構文に関する問題で

ある。テストの評価には、素点ではなく、項目応答理論による分析を用いており、学生の能力値は

ゼロを平均としたθ（能力値）で示される。分析には、EasyEstimation （熊谷 2009）を用いた。

項目応答理論による分析の利点は、テスト問題に左右されずに能力値が測れることにある。

たとえば、素点による評価は、テストが難しすぎて点数が下がったり、易しすぎて点数が上がって

しまったりするが、項目応答理論によって導き出されるθ（能力値）を用いると、難易度が異なる

複数のテストの結果を同じ土俵で比較することができる。従って、年に３回共通テストで能力値

を測定することで、個々の学生の英語力がどれくらい伸びたのか、あるいは逆に落ちたのかを、
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ある程度正確に把握することができる。

　項目応答理論のもう一つの利点は、出題した問題それぞれについて、その問題が学生の能力値を

測るのに適切かどうかを難易度と識別力という指標を用いて客観的に数値化できるところにある。

難易度とは、個々の問題の正答しやすさを表したもので、同じ能力値を持つ受験者であれば、

難易度が低くなるほど正答率が高くなる。また、当然のことながら、テストの問題は能力の高い

者ほど正答率が高く（能力の低い者ほど正答率が低く）なるように作られていなければならない。

このような相関関係を数値化したものが識別力で

ある。図１は2012年から2014年にかけて実施した

共通テストに出題された308問の問題の識別力と

難易度の散布図である。識別力の低い問題は、学生

の能力を測るのに適切とは言えない問題なので、

テストごとに識別力の高い問題を選ぶことにより、

問題の精度を高めていくことができる。

　これまでの測定では、こうした項目応答理論

の利点を生かして、識別力の高い問題の選別を

行い、１年次の必修英語を中心に学習成果を把握

する試みを行ってきた。その結果、どの年度も

１年間の学習後に平均してある程度の伸びが見ら

れた。年３回の測定を始めた2013年度のθの

平均値の伸びは、４月0.03、７月0.16、12月0.19、2014年は４月0.07、７月0.06、12月0.21で

あった。そして、学生個々人には、結果を一年間の学習成果として点数化し、コメントをつけて

フィードバックしてきた（竹安他（2014ab）参照）。この共通テストの積み重ねにより、それぞれ

の問題に関して、難易度や識別力、正答率、解答選択のデータが蓄積されている。このデータを

教員が教える際に役立つよう、教員へのフィードバックに活用すれば、より効率的な授業が行え

る可能性がある。本論では、2014年度末までに出題した308問の項目について、上記のデータ中、

（１）難易度、（２）解答選択傾向、（３）正答率を分析することにより、現時点でどのようなこと

がフィードバックできるのか、また今後さらにシステムを充実させていくにあたり、何が必要

なのかについて考察を行う。

　

２　難易度から見える傾向

　図１の散布図からもわかるように、別府大学の場合、難易度が少し低めのところで識別力が

高くなっており、易しすぎて識別力が低い問題は非常に数が少ない。それに対して、難易度が1.0

より高い問題は数が多く、識別力は1.0を超えなくなる。難易度が高くなると識別力が低下する

のは、正答率が全体に低く、能力値による差がつきにくくなっているためと考えられる。そこで、

別府大学の学生が全体として苦手としている文法を探るために、難易度1.0以上の問題について

検討してみた。

　難易度1.0以上の範囲に入っている問題は、308問中69問で、その約三分の一弱にあたる21問

が高校程度の語彙・構文である。さらに中学程度の語彙・構文を足すと、26問という三分の一以上

が語彙・構文に関する問題である。ただし、元々語彙に関する問題が出題全体に占める問題数も

多いため、各文法分類の難易度1.0以上の問題の割合を示したのが表１である。難易度１以上の

問題が占める割合が最も高いのが「自動詞・他動詞」である。出題している問題は、大学入試
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図1　過去問308項目の識別力と難易度



程度の問題で、目的語を取る、取らない、前置詞がつく、つかないなど、個々の動詞の使い方が

分かっていないと解けない問題である。各動詞の意味や使い方を知っていないと解答できない

自動詞・他動詞も語彙の一部と考えれば、３番目の語彙・構文と合わせて、別府大学の学生は、

語彙力が基本的に不足していると言って差し支えなさそうである。

　単純に各文法分類の過去問の難易度を平均して、難易度の高い分類、低い分類を並べたものが

表２である。最も高い分類はやはり自動詞・他動詞だが、その他は、時制の一致、話法、仮定法、

使役・知覚動詞、関係代名詞など、一般的に高校生も苦手としそうな分類が並んでいる。低い項

目でも、中学校のごく基本的な文法分類が並び、これも難易度が低いことには納得が行く。別府

大学でも、一般に高校生にとってハードルの高い文法は苦手、そして、別府大学の学生の弱点は

語彙力であると言えそうである。今後の課題としては、どのような語彙が不足しているのかをあ

る程度把握できるよう、テストの中でシステマティックに問題を組み込んで測定することが必要

であろう。

３　解答選択から見える傾向

　共通テストは、マークシートの４択式なので、それぞれの問題のどの選択肢を学生が選んだのか

誤答の傾向を把握し、なぜその誤答を選択する学生が多いのか原因を分析することにより、学生が

何を理解できていないのか、授業の中で何を学生に理解させるべきかを考察できる可能性がある。

　図２は、名詞の加算・不加算、数量を表す形容詞の使い方を理解できているかを問う問題で

ある。横軸の１～10は学生を能力値順に10段階のレベルに分けている。習熟度別クラスで言えば、

およそレベル１～２が下位のＢクラス、３～８が中位のＭクラス、９～10が上位のＡクラスに相当

する。縦軸は正答率である。正答率は非常に低く、上位から下位まで差がないために、識別力も
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表1　各文法分類の難易度1以上の問題の割合

難易度１以上
の問題の割合

文　　法　　分　　類
難易度１以上
の問題の割合

文　　法　　分　　類

33%比較表現（応用）83%自動詞・他動詞

33%名詞（加算・不可算）60%時制の一致・話法

33%間接疑問文・付加疑問文・否定疑問文51%高校程度の語彙・構文

29%代名詞（it特別用法、指示代名詞、不定代名詞）50%助動詞（応用）

25%前置詞50%助動詞の時制

22%助動詞（基本）40%仮定法

20%形容詞（数量表現・分詞形容詞を除く）40%副詞

20%There is構文36%関係代名詞

20%感嘆文33%使役動詞・知覚動詞

表２　各文法分類の平均難易度（上位・下位８分類）

平均難易度平均難易度の低い文法分類平均難易度平均難易度の高い文法分類

-0.6210進行形2.9765自動詞・他動詞

-0.7997過去形2.1366時制の一致・話法

-0.8336一般動詞1.8191仮定法

-1.0104人称代名詞1.6926応用の語彙・構文（高校生程度）

-1.3873be動詞1.6465使役動詞・知覚動詞

-1.3910疑問詞疑問文1.4691助動詞（応用）

-1.4034会話表現（Can you～？など）1.2647名詞（加算・不可算）

-1.4066命令文1.0632関係代名詞



非常に低くなっている。大半の学生は、選択肢

１～３が可算名詞にしか使えないということを

理解していないか、timeが不加算名詞だという

ことを理解していないかのどちらか、あるいは

その両方ということになる。可算名詞にしか使え

ない１～３は不正解だが、なぜか選択肢３を選んだ

学生が多い。選択肢２と４を選んだ学生が少ない

のは、おそらくa few、a littleは聞いたことがある

が、aのつかない形になじみがないということが

考えられる。その結果、１か３かの選択になり、

最終的に３を選んだ学生が１を上回っている。

　図３の問題もやはり名詞の加算・不加算による

形容詞の使い分けで、a fewが選択肢に含まれて

いる。この問題は、正解者がある程度多かった

ので、識別力もそれほど低くはない。しかしやはり

a fewを選んだ学生が非常に多いことがわかる。

もう一つ同様の問題が図４である。この問題は

図３の問題とグラフは似ているが、凹凸が多い、

つまり能力値が高いのに低い者より正答率が低い

場合があるために、識別力が低くなっている。学生

はmilkにsが付かないということは理解している

ので、１と４は選ばなかったとも考えられるが、

ここでも、正解のa lot ofの次に多く選ばれている

のはa fewである。

　３つの問題を通して見えてくるのは、名詞や

その他の選択肢に関係なく、a fewが選ばれて

いる傾向である。学生は名詞の加算・不加算、

形容詞の使い分けがわかっていないのはもちろん

のこと、とりあえず知っているa fewを選んだと

いう可能性が高い。a fewについても、知っている

というだけで、その使用方法はわかっていない。

名詞の種類、それによる形容詞の使い分けの不正解

の多さにも、語彙の少なさが関係していることが

うかがえる。

　このように、同じような内容を問う問題が複数

あれば、その解答傾向を分析することにより、学生

が何を理解していて何を理解できていないのかを、

誤選択を手掛かりに分析できる可能性がある。まだ

別府大学の共通テストのこれまでの出題数では、

このような解答傾向の分析ができるだけの問題数が

揃っておらず、このような分析は今後問題数を増やして行くことで可能になるものと考えられる。
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４　正答率から見える傾向

　学生の能力レベルと正答率との関係をグラフに

した図５は、308問中最も識別力の高かった問題

のグラフである。図５の人称代名詞の基本知識を

問うこの問題の場合、どの能力レベルの学生も、

ほとんど正解したけれども、１のレベルの学生

だけは５割しか正解できなかった、ということに

なる。識別力が高いのは、レベル１から２にかけて

急激に正答率が上がり、最下位レベルをしっかり

識別できるためである。

　このグラフからは、レベル１の学生（およそ

Ｂクラスの半数）は、人称代名詞の使い方を５割

の学生しか理解できていない、Ｂクラス全体でいえば、４分の１の学生が理解できていない、と

いうことが読み取れる。Ｍクラス相当以上のレベルになると、ほとんどの学生がtellの後ろには

meが来る、ということは理解できているので、少なくともmeに関しては、Ｂクラスだけできちん

と覚えさせればよいということになる。ただ、meはわかっても、usやthemなどになると、もう

少し正解率が下がるのではないか、というのが実際に教えている教員の実感である。

　そこで、別の人称代名詞の問題の正答率を調べて

みたのが図６である。この問題の場合、レベル

１から２にかけて正答率が急速に上がっている

ところは先ほどの問題と同じだが、正答率自体は

レベル１もそれ以外のレベルでも低くなっている。

Please tell me～という定型句は聞いたことが

あって答えられても、Tom and Janeという複数

の人をtheyに置き換える、という代名詞の働きや

変化などの基本が、すべて身についているわけでは

ないということがうかがえる。人称代名詞は、英語

を学ぶ上では基本中の基本であり、このレベルの

問題は全員が正答してもらわねばならない。人称

代名詞に関してはＭクラスの下位、Ｂクラスとも

に復習が必要ということになる。

　このように、正答率のグラフからは、学生の各

文法分類の理解度がある程度推測できる。特に、識別力の高い問題では、どのレベルの学生が

境界線上にいるのかがグラフからはっきりと見て取れる。ただし、上の人称代名詞の例のように、

１問だけを分析しても、それだけでその文法が理解できているかどうかを判断するのは難しい。

そこで、ここでは、正答率から学生の理解度を考察するために以下のような手順で分析を進める。

ただし、分析を行うのは文法に関する問題のみに限り、語彙・構文に関する問題はここでは省いた。

　　① 識別力が1.0を越えていた各問題について、正答率が0.5以上になるレベルを調べる。また、

レベル10でも正答率が0.5未満の問題、つまり、どのレベルにおいても理解不足の問題を

リストアップする。

　　② ①の識別力の高い1.0以上の問題および識別力が低く正答率が全体に低い問題の中から、
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同一文法分類の問題が5問以上あるものを取り上げて分析してみる。308問中、識別力1.0

以上の問題が５問以上あったのは、11の文法分類である。

 正答率とレベル

　識別力が1.0を超えている問題は308問中122問ある。そのうち、語彙・構文に関する問題を除く、

文法理解力を見るための問題は107問である。これらの問題を正答率が0.5を超えるレベルごと

に並べ、さらにレベル10でも0.5を超えない、全体に理解度が低いと考えられる問題を加えたも

のが表３である。この表からは、それぞれの問題が問う文法を理解しているのが、全体のどの

レベルの学生であるのかがわかる。当然のことながら、レベルは難易度と相関関係にあり、問題

の難易度が上がるほど、能力レベルが高くないと正答率0.5を超えることができなくなっている。

　問題ごとに、全体の中のどのレベルで正答率が0.5を超えているのかを示したのが図４である。
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表３　各問題で正答率0.5を超えるレベル

問　　　　　題　　　　　文
問題
ID

文　法　分　類
文法
ID

0.5を
超える
レベル

I know Lucy and John. They (    ) good friends.1be動詞1

1

I want something (    ).165不定詞12

This is (    ) picture in my album.76比較表現（基本）22

Mr. and Mrs. Sato like traveling.  (   ) sometimes go abroad.55人称代名詞26

Please tell (    ) the way to the station.152人称代名詞26

A：(    ) old is your brother? B：He is ten years old.56疑問詞疑問文35

(    ) time is it now by your watch?154疑問詞疑問文35

Mike and Jane (    ) good friends.51be動詞1

2

Jane and Mary (    ) good friends.108be動詞1

Jack (    ) tennis every Saturday.151一般動詞2

He (    ) a movie yesterday morning.106自動詞・他動詞3

A：Where is Mike? B：He is (   ) baseball in the park.7進行形8

Tom is (     ) in the park now.57進行形8

I (    ) an hour ago.63進行形8

He (    ) in China for five years. He speaks Chinese very well.274完了形9

Taro can (    ) English.58助動詞（基本）／ 助動詞会話表現16

A：Can you (    ) the window? B：Sure.155助動詞（基本）／ 助動詞会話表現16

Can you (    ) me how to get to Beppu Station?241助動詞（基本）／ 助動詞会話表現18

A：(    ) we have lunch at the caf姦? B：Yes, let's.279助動詞（基本）／ 助動詞会話表現18

I like roses (    ) of all the flowers.127比較表現（基本）22

Tom can run (    ) as Ken.128比較表現（基本）22

I like (   ) very much.54人称代名詞26

A：Are the students from America? B：No, (    ) are from Canada.101人称代名詞26

A：Where are Tom and Jane? B：(    ) are in the park.153人称代名詞26

He gets up (    ) seven.78前置詞30

Please (    ) the photograph.66命令文32

A：How (    ) go to school? B：I walk to school.6疑問詞疑問文35

A：(    ) sport do you play? B：I play baseball.293疑問詞疑問文35

You and I (    ) good friends.149be動詞1

3

Kate (    ) many English books.53一般動詞2

They (    ) in Fukuoka three days ago.12過去形6

A：I studied hard last night. B：Oh, how long (    )?59過去形6

They (    ) in Nagoya last year.62過去形6

They (    ) their uncle last summer.114過去形6



同じ文法分類でも、正答率0.5を超えるレベルは、問題によってかなり異なるが、一定の範囲は

把握できそうである。たとえば、be動詞であれば、下位レベルでも正答率が0.5を超える問題も

あるが、問題によってはレベル６で正答率0.5なので、すべてが理解できているわけではないこ

とがわかる。つまり、レベル１からレベル５の学生に関しては、一部の問題は半分も理解できて

いないということになり、be動詞が完全に理解できているレベルは全体の半分以下ということが

わかる。逆に、難易度の高い正答率の低い問題では、時制の一致と話法、仮定法などはレベル

10でも0.5に達しておらず、ほとんどの学生が理解できていないことがわかる。

　現段階では、識別力が1.0を超えている問題数が少ないため、一つの文法分類に含まれる問題

だけでは、果たして本当にそのレベルで理解できているのかどうかを判断するのは難しい。全体

の理解度を正確に把握するためには、さらに信頼性の高い識別力の高い問題を増やしていくこと

が必要である。
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δslope解　　答選択肢４選択肢３選択肢２選択肢１

-1.8451 1.96142arearebeisam

-1.598021.11065to drinkto drinkingto drinkdrinkdrinking

-1.396751.00501the bestmost betterthe mostthe goodestthe best

-1.742581.09473TheyTheirTheySheHe

-1.645463.84156memyselfminememy

-2.069421.49962HowWhereWhatWhoHow

-2.021311.76664WhatHowWhatWhenHow many

-1.250041.50119aredoarewasis

-1.466071.42597arewasdoareis

-0.952571.15093playsis playplaysplayplaying

-1.049761.29163watchedsaw atwatched atlookedwatched

-1.333271.46486playingplayingplayedplayplays

-1.501441.59388walkingwalkswalkedwalkingwalk

-1.060991.46903was sleepingam sleepingwas sleepingsleepssleep

-1.099911.03571has liveddid livedhas livinghave livedhas lived

-1.059511.22467speakto speakspeakingspokespeak

-1.922981.5283 openopenedopensopeningopen

-1.626791.79621telltellingtoldtellstell

-1.6543 2.41026ShallMayMustShallOught

-1.497781.03562the bestmostlythe betterthe firstthe best

-1.241881.3482as fastat faston fastto fastas fast

-1.163731.62515himhehisshehim

-1.102471.38263theytheretheyyouwe

-1.333941.53478TheyThereThemTheyTheir

-1.378472.04003atintoaton

-1.927131.15397don't touchnot touchingnot touchtouch notdon't touch

-1.390011.50821do youyou areare youdo youyou

-1.367282.00955WhatWhoseWhatWhyHow

-0.958351.83898arebeareamis

-1.137381.6485 hasisdidhavehas

-0.904  2.35872werewaswereisare

-0.991581.61616did you studyare you studydid you studystudied youyou studied

-1.064562.3301 werewasiswereare

-1.007712.23919visitedvisitsvisitedvisitingvisit
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問　　　　　題　　　　　文
問題
ID

文　法　分　類
文法
ID

0.5を
超える
レベル

He (    ) in New York yesterday.156過去形6

3

(    ) heavily in Tokyo last week?192過去形6

It was careless of Jim (    ) make such a mistake.123不定詞12

You look sick. You (    ) go to see a doctor right now.197助動詞（基本）／ 助動詞会話表現16

A：(    ) ask you a personal question? B：Sure. What is it?199助動詞（基本）／ 助動詞会話表現18

Mr. Smith is the (    ) man in this village.26比較表現（基本）22

Which do you like (    ), dogs or cats?77比較表現（基本）22

Mr. Smith is the (    ) man in this class.104比較表現（基本）22

This apple is (    ) than that one.169比較表現（基本）22

To follow the tight schedule, I had to finish the report as (    ) I could.203比較表現（基本）22

A：Do you sometimes see Jim? B：Yes, I saw (    ) yesterday.4人称代名詞26

A：Did you talk to Jane yesterday? B：Yes, I talked to (    ).111人称代名詞26

I am very sleepy (    ) I couldn't sleep well last night.22従位接続詞29

I met Jane at the station, and I went shopping (    ).288前置詞30

A：How often (    ) go to the swimming pool? B：Twice a week.112疑問詞疑問文35

A：Where (    ) going? B：To the convenience store.213疑問詞疑問文35

A：(    ) like baseball? B：No, I don't. I like soccer.214間接疑問文・付加疑問文・否定疑問文36

I (    ) like to ask you a favor.223基礎の語彙・構文（中学生程度）39

I (    ) breakfast for my family every morning.109一般動詞2

4

A：(    ) the movie last week? B：No. 10過去形6

A：Hi. Do you know where Mike is? B：I think he is (    ) in the library.113進行形8

Have you ever (    ) a foreign country?80完了形9

It is necessary (    ) out better ways.193不定詞12

(    ) a movie at home is my most relaxing time.276動名詞13

He (    ) go to college yesterday.118助動詞の時制19

The boy is (    ) than any other student in the class.27比較表現（基本）22

He has visited (    ).162名詞（加算・不可算）24

During the break, I drank (    ) Coke.284名詞（加算・不可算）24

We drank too (    ) water in the heat.246名詞（冠詞・数量の表し方）25

He is angry (    ) you didn't tell the truth.209従位接続詞29

(    ) careful when you walk on snowy roads.161命令文32

This exam must be (    ) by all the students.212受動態34

This shrine (    ) about 500 years ago.292受動態34

This is the camera (    ) I bought yesterday.82関係代名詞37

This stone is too heavy for us (    ).50基礎の語彙・構文（中学生程度）39

He has been looking (    ) the ID card he lost yesterday.94基礎の語彙・構文（中学生程度）39

I have to hand in my paper next week, but I don't feel  (    ) studying right now.307応用の語彙・構文（高校生程度）40

I always (    ) coffee at breakfast.150一般動詞2

5

A：Did you (　　) Emi yesterday? B：Yes, I saw her at the post office yesterday.60過去形6

I (    ) breakfast tomorrow.14未来形7

I (    ) a baseball game on TV when my mother came home.116進行形8

He (    ) Mrs. Jones before.30完了形9

A：Can I  (    ) this computer now? B：Sure.8助動詞（基本）／ 助動詞会話表現16

Whose ballpoint pen is this? Is it (    )?206人称代名詞26

He often tells a lie, (    ) I don't like him.208等位接続詞28

I'll call you (    ) he comes back.85従位接続詞29

(    ) he had a cold, he went to school.103従位接続詞29

We had to wait (    ) the next train came.176従位接続詞29

(    ) there any restaurants near here?158There is構文31

(    ) a beautiful bird it is!84感嘆文33
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δslope解　　答選択肢４選択肢３選択肢２選択肢１

-1.1162 2.19015arrivedarrivedarrivingarrivearrives

-0.869951.19115Did it snowWill it snowIs it snowingDoes it snowDid it snow

-0.866011.0833 toforinonto

-0.982511.66745shoulddon't have tomightcan'tshould

-0.929071.32491Can IHow aboutMust ICan youCan I

-0.931912.75707tallesttallertallestbettermost

-1.076111.16593betterbestbettermoremuch

-1.045082.36166tallesttallertallestbettermost

-1.114421.4923 biggeras bigthe biggestbiggerbig

-1.099921.08364soon asslow asmore easily thanfaster thansoon as

-0.809481.86272himhimhisheTom

-0.873342.03113herthemhershehers

-1.194151.62068becauseifwhenbecausethat

-1.150761.58147with herwith itwith herswith shewith her

-0.737731.06283do youyou areare youdo youyou

-1.264711.1647 are youyou areare youyou dodo you

-0.530211.21274Don't youDon't youWeren't youAren't youAre you

-0.853811.69547wouldmightcouldwouldshall

-0.697511.37452cookcookscookedcookcooking

-0.658271.65736Did you seeDid you sawDid you seeDo you sawDo you see

-0.618631.89671studyingstudyingstudiedstudystudies

-0.703661.26494visitedvisitsvisitedvisitingvisit

-0.437091.55987to findto findingfoundfindto find

-0.699511.59448WatchingWatchesWatchedWatchWatching

-0.505981.16063had tohad tomusthas toshould

-0.7835 1.58829smartertoo smartsmartestsmartersmart

-0.637121.59186many countriesmuch countriesmany countriesmany countrya lot of country

-0.629641.22523two bottles oftwo bottle oftwo bottles oftwo bottletwo

-0.290721.96688muchlots ofa lot ofmuchmany

-0.477671.4092 becausewithwhenwhilebecause

-0.904811.54377BeTakePleaseDoBe

-0.3964 1.01496takento taketaketakingtaken

-0.7686 1.1945 was builtbuildsis builtbuiltwas built

-0.721011.26053whichwhosewhomwhowhich

-0.628611.26809to liftliftedto liftliftthat we can lift

-0.4849 1.24949forupatintofor

-0.522181.14799likecoldlikemuchalone

-0.515461.04933drinkam drinkingdrinksdrinkingdrink

-0.370791.25323seeseensawseasee

-0.568431.10794won't eateat notdidn't eatwon't eatam not eat

-0.629741.6704 was watchingwas watchingwatchingwatcheswatch

-0.363161.33591has metis to meethas metwill meetmeets

-0.570691.37788usehave useduseusingused

-0.566042.00723yoursyouryoursyourselfyou

-0.535881.27063soasforbecauseso

-0.379721.4963 whenthatwhenatin

-0.228341.30108AlthoughIfBecauseAlthoughSince

-0.403491.71449untilbutuntilbecausesince

-0.277071.27756AreDoDoesAreIs

-0.511361.78107WhatWhatWhereWhenWhich
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問　　　　　題　　　　　文
問題
ID

文　法　分　類
文法
ID

0.5を
超える
レベル

I want to know (    ) he was late yesterday.33間接疑問文・付加疑問文・否定疑問文36

5

This is the park (    ) I first met my husband.260関係副詞38

He is old (    ) to get a driver's license.97基礎の語彙・構文（中学生程度）39

He ate a (    ) of pie for his lunch.219基礎の語彙・構文（中学生程度）39

(    ) Jim and Kate like dogs.221基礎の語彙・構文（中学生程度）39

(    ) your father a doctor?229be動詞1

6

She always (    ) to church on Sunday.191現在形5

They (    ) know anything about computers.272現在形5

(    ) you going to reserve a ticket for the concert today?233未来形7

I borrowed a car from a friend (    ) go to Fukuoka.70不定詞12

Do you have time, Tom? I have (    ) you.275不定詞12

He enjoyed (    ) tennis with her yesterday.21動名詞13

You (    ) go to school today because it's Sunday.15助動詞（基本）／ 助動詞会話表現16

He (    ) lunch at the restaurant.74副詞21

Is English (    ) in Canada?79受動態34

(    ) matter what you say, the deadline for payment cannot be extended.188応用の語彙・構文（高校生程度）40

She (    ) her son clean the carpet.87使役動詞・知覚動詞4

7

Stop watching TV while (    ).277分詞構文15

He speaks not only English (    ) French.287等位接続詞28

He doesn't drink beer, (    )?19間接疑問文・付加疑問文・否定疑問文36

A friend (    ) lives in Tokyo will come to see me tomorrow.132関係代名詞37

I couldn't understand (    ) he said.259関係代名詞37

She not (    ) plays the piano but also sings.98応用の語彙・構文（高校生程度）40

It is five years (    ) they came to Japan.99応用の語彙・構文（高校生程度）40

Keiko has three brothers. One of them (    ) to go abroad.270一般動詞2

8

(    ) his tweet, he must be a big fan of AKB48.196分詞構文15

Go to bed early, (    ) you will be late for school.249等位接続詞28

Beppu Tower can (    ) from my house.255受動態34

I asked Kana where (    ).257間接疑問文・付加疑問文・否定疑問文 36

That is the apartment (    ) I lived until 1995.88関係副詞 38

Roy is very smart. That's (    ) I respect him.218関係副詞 38

Either you (    ) I must attend the meeting.96基礎の語彙・構文（中学生程度） 39

Who looked (   ) you when you were sick?264基礎の語彙・構文（中学生程度） 39

The doctors advised me (    ) eat too much for my health.180応用の語彙・構文（高校生程度） 40

(    ) at home tomorrow?117未来形３7

9
I hear she sold her house.  (    ) she like it?164間接疑問文・付加疑問文・否定疑問文 36

My husband usually doesn't drink coffee at night, and (    ).139応用の語彙・構文（高校生程度） 40

There is (    ) what will happen to us tomorrow.225応用の語彙・構文（高校生程度） 40

A lot of people (    ) the party.36自動詞・他動詞3

0.5
未満

The bus will (    ) the station around 5 o'clock.134自動詞・他動詞3

I (    ) on the floor reading a book.190自動詞・他動詞3

Mike had his father (    ) the broken desk.177使役動詞・知覚動詞4

He asked me (    ) play the guitar.138時制の一致・話法10

She asked him where she (    ).235時制の一致・話法10

I wish you (    ) there then.236仮定法11

He has (    ) money than you.75比較表現（基本）22

Kate had (    ) cake with friends.67名詞（加算・不可算）24

There was (    ) time for lunch yesterday.125名詞（加算・不可算）24

Can you tell me what (    ) last night?174間接疑問文・付加疑問文・否定疑問文36
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δslope解　　答選択肢４選択肢３選択肢２選択肢１

-0.2657 1.61393whywhywhowhichwhat

-0.105341.08835wherewhenthatwhichwhere

-0.598921.26707enoughenoughfullmuchtoo

-0.463991.41167pieceblocksheetpiececut

-0.540691.01232BothAllBothEitherNeither

 0.091491.02486IsAreIsDoesDo

 0.156721.63536goesgoinggoesgonego

-0.096231.12742don'tisn'taren'tdoesn'tdon't

-0.123131.15021AreDidDoWillAre

-0.127091.07966towhichinforto

-0.177081.23815something to telltell something toto something tellsomething tell tosomething to tell

-0.303141.51526playingto playplayingplayedplay

-0.436591.19121don't have toshouldmust notmaydon't have to

-0.112711.46466always eatsalways eatingis always eateats alwaysalways eats

-0.075521.58412spokenspeakingspokenspeaksspeak

-0.110321.53149NoEverNeverNotNo

 0.294021.12283mademademakedoesdid

-0.1038 1.17166eatingto eatateeateating

 0.201821.72083butorforbutand

-0.054641.04187does hedoesn't hedoes heisn't heis he

-0.175751.00063whoof whomwhomwhosewho

-0.0141 1.87758whatwhosethatwhichwhat

-0.103651.05285onlyreallyonlymuchalways

 0.060691.02808sincebeforeafterforsince

 0.158421.05735wantswon'twantingwantwants

 0.453881.11082Judging fromIt beingGenerally speakingNot knowingJudging from

 0.474771.84309orhoweverthenandor

 0.396521.01147be seenbe seeingto seeseebe seen

 0.448381.19615Ken wasKen dodid Kenwas KenKen was

 0.607931.10208whereoninwherewhen

 0.439271.4366whywhowhyhowwhom

 0.855911.09984orofnororand

 0.605271.07327afterintoatafterfor

 0.316151.06051not toofthatnot toto not

 0.397831.03815Will she beDo sheWill she isDoes sheWill she be

 0.757921.23046Didn'tWasn'tWasDidn'tDid

 0.675081.09402neither do Ineither I doneither do II don't neitherI do neither

 0.689031.06607no tellingno tellnot tellingno tellingnot to tell

5.97050.28637attendedattendedattended toattended forattended in

 4.197990.49196reachreachcomegetarrive

5.97050.11658laylaidlyinglaylied

5.97050.10345fixfixedfixingto fixfix

 2.745390.49456if I couldthat I couldthat I canif I couldif I can

5.97050.1505livedis livinghas livedlivedlives

5.97050.1505had beenhad beenhave beenwereare

 2.014930.22824moremostmoremuchmany

 3.572950.1592amanyanysomea

5.97050.21093littlea fewfewlittlemany

 4.436250.1884you boughtyou buydo you buydid you buyyou bought



 同一文法分類内で見られる理解度の差

　上で述べたように、少数の問題だけでその文法の理解度を判断することは難しい。一方、同じ

文法で、識別力の高い問題が複数あれば、レベル間の差を複数の項目で確認できるため、より

学生の各文法分類の理解度を確認するのに信頼度が高くなる。今回の分析では、表３の133問の

問題中、語彙・構文の問題以外で、５問以上の問題がある11の文法分類を取り上げ、その文法の

理解度について考察してみる。
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図７　正答率が0.5を超えるレベルとその問題数

AMB習熟度別クラス
正答率が0.5を越えるレベル 10で0.5未満987654321

221疑問詞疑問文35

1231人称代名詞26

11521比較表現（基本）22

1121be動詞1

2111不定詞12

12会話表現（Can you～？など）18

11前置詞30

11命令文32

113進行形8

111完了形9

1112助動詞（基本）16

11111一般動詞2

31自動詞・他動詞3

116過去形6

311従位接続詞29

11111間接疑問文・付加疑問文・否定疑問文36

1助動詞の時制19

1名詞（冠詞・数量の表し方）25

11動名詞13

112受動態34

121関係代名詞37

22名詞（加算・不可算）24

1There is構文31

1感嘆文33

111等位接続詞28

21関係副詞38

111未来形7

2現在形5

1副詞21

11分詞構文15

11使役動詞・知覚動詞4

2時制の一致・話法10

1仮定法11

分詞形容詞的用法14

助動詞（応用）17

形容詞（数量表現・分詞形容詞を除く）20

比較表現（応用）23

代名詞（it特別用法、指示代名詞、不定代名詞）27



① be動詞

　be動詞の問題は５問あるが、表４のように、４問は肯定文の主語（代名詞または２つの主語）

に対応するbe動詞areを選択するよく似た問題となっていた。ところが、正答率が0.5を超える

レベルは、１から３と異なっている。They という代名詞の主語に対しては、レベル１でも６割

が正答していたのに対して、Mike and Jane、Jane and Maryという二つの主語になると正答率

が0.5を超えるのはレベル２となり、You and Iという二つの主語では、レベル３となっている。

これは、Ｂクラスに相当するレベル１～２の学生が、人称代名詞they、you、Iに対するbe動詞

の変化は知っていても、主語が複数になればareになるという基本的な文法知識に欠けている

ことを示していそうである。また疑問文でyour fatherという主語に対する動詞を選ぶ問題では、

正答率0.5を超えるのはレベル６で、理解度が極端に低くなる。これは、yourという人称代名詞

に引きずられて正答が導き出せないと考えられ、半分以上の学生がyouとyourの違いや役割を

しっかり理解できていないことを示している。

　中学校１年生程度の基礎であるbe動詞の変化が、人称代名詞との対応で曖昧にしか把握できて

いないことがうかがえることから、be動詞については、どのような主語に対してどの変化を用いる

のかという基本を学び直す必要があるようだ。

② 一般動詞

　一般動詞では、表５のように、主語に対応する現在形の動詞を選択させる問題が５問である。

一見難易度が上に見える三人称単数の主語に対して変化形を選択する問題では、レベル２～３で

正答率0.5を超えている。ところが、Iを主語にした問題の方が正答率が下がっており、0.5を超える

レベルは４～５となっている。詳細は誤答の傾向を分析する必要があるが、ing形を選んだケース

が多かったのではないかと思われる。また、副詞や前置詞句などの修飾語が加わっていることも

正答率を下げている一因であろう。さらに、One of themという複雑な主語になると正答率は

一層下がり、レベル８で0.67である。識別力が1に満たない問題で、theyを主語とする否定文で

don'tを選ばせる問題で、0.5を超えるのはレベル６となっていることから見ても、単純な主語の

肯定文では正答できても、主語が複雑になったり、否定文や疑問文になったり、修飾語が増えて
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表５　文法項目：一般動詞

解　　　答問　　　　　題　　　　　文
正　答　率

問題
ID 0.8を超える

レベル
0.5を超える
レベル

playsJack (    ) tennis every Saturday.62151

hasKate (    ) many English books.4353

cookI (    ) breakfast for my family every morning.84109

drinkI always (    ) coffee at breakfast.95150

wantsKeiko has three brothers. One of them (    ) to go abroad.98270

表４　文法項目：be動詞

解　　　答問　　　　　題　　　　　文
正　答　率

問題
ID 0.8を超える

レベル
0.5を超える
レベル

areI know Lucy and John. They (    ) good friends.311

areMike and Jane (    ) good friends.5251

areJane and Mary (    ) good friends.42108

areYou and I (    ) good friends.53149

Is(    ) your father a doctor?106229



くると正答できなくなることがうかがえる。

③ 過去形

　過去形では、正答率0.5を超えるレベルはすべて３以上となっており、過去形を選ぶという単純な

問題でもレベル３ということは、Ｂクラスに相当するレベル１～２ではほとんどの学生が過去形

を理解できていないことがわかる。レベル６を超える上位レベルでは、ほとんどの問題で正答率

が0.8を超えているが、ID60の問題だけは、正答率0.8を超えるのはレベル8となっている。この

問題は、Didで始まる疑問文の動詞が原形になることを理解していれば解ける問題だが、正答率が

一番低くなっている。同じようにseeを使った過去形の疑問文の形を問うID10の問題でも正答率

0.5を超えるレベルは４と他よりも高くなっていることから、半分以上の学生は、過去形の疑問文

や否定文で動詞は原形になること、あるいはsawの原形がseeであることを理解していないと

考えられる。

④ 進行形

　進行形では、正答率0.5を超えるのは、３問がレベル２、レベル４とレベル５が１問ずつで

ある。レベル２の３問のうち２問は、isの後ろにing形を選ぶ単純な問題だが、レベル１（Ｂ

クラスの下位）では進行形が全く理解できていないことになる。またレベル４のID113も同じく

isの後ろのing形を選ぶ問題だが、I thinkが前にあるために正答率が下がっているものと思われる。

さらに、whenで始まる副詞節を伴う問題になると正答率0.5はレベル５となっており、複雑な文

になるほど正答率が下がる傾向にある。

　一方で、レベル６以上になると、どの問題も正答率は0.7を超えており、上位半分の学生は進行形

をしっかり理解できていると考えられる。進行形の理解に問題があるのは、ＢクラスからＭクラス
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表７　文法項目：進行形

解　　　答問　　　　　題　　　　　文
正　答　率

問題
ID 0.8を超える

レベル
0.5を超える
レベル

playingＡ：Where is Mike? Ｂ：He is (   ) baseball in the park.527

walkingTom is (     ) in the park now.4257

was sleepingI (    ) an hour ago.5263

studying
Ａ：Hi. Do you know where Mike is?
Ｂ：I think he is (    ) in the library.

84113

was watchingI (    ) a baseball game on TV when my mother came home.65116

表６　文法項目：過去形

解　　　答問　　　　　題　　　　　文
正　答　率

問題
ID 0.8を超える

レベル
0.5を超える
レベル

wereThey (    ) in Fukuoka three days ago.5312

did you studyＡ：I studied hard last night. Ｂ：Oh, how long (    ) ?6359

wereThey (    ) in Nagoya last year.4362

visitedThey (    ) their uncle last summer.43114

arrivedHe (    ) in New York yesterday.43156

Did it snow(    ) heavily in Tokyo last week?63192

Did you seeＡ：(    ) the movie last week? B：No.6410

see
Ａ：Did you (    ) Emi yesterday?
Ｂ：Yes, I saw her at the post office yesterday.

8560



の下位ということになる。

⑤ 不定詞

　５問中２問は、It is ～ to …構文の問題である。正答率0.5を超えるレベルは、レベル３～４

となっており、レベル１～２（Ｂクラス）での理解度が低いことがわかるが、どちらの問題も

レベル６では正答率0.6を超え、レベル７～８で正答率0.8を超えていることから、Ｍクラス上位

からＡクラスでは、この構文は問題なく理解できているものと考えられる。

　形容詞的用法は、something to drinkに関しては、レベル３で正答率が0.8に達しているので、

レベル１からでもかなり理解できているものと思われる。一方で、同じsomething to …の形を

選択させる問題ID275では、正答率0.5を超えるのはレベル６となっており、something to drink

を「飲みもの」として覚えてはいても、形容詞的用法自体が理解できている訳ではなさそうで

ある。

　副詞的用法の問題ID70は、0.5を超えるのがレベル6となっている。正答率はレベル９でも

0.78、レベル10で0.93である。ごく一般的な目的を表す用法にもかかわらず、意外に全体に理解

度が低いことがわかった。

⑥ 助動詞（基本）／助動詞会話表現

　助動詞の問題は、助動詞の後ろが原形であることを理解しているかどうかを問う問題と、助動詞

自体を問う問題とに分かれる。助動詞を使った文章の動詞部分を選ぶ問題は、canを使った文章

が４問で、３問はレベル２で正答率0.5を超えた。内容は肯定文でcanの後ろの原形動詞を選ぶ

問題が１問と、Can youで始まる依頼の慣用表現が２問である。Can youの慣用表現ではいずれも

レベル２で正答率が0.8を超えており、Ｂクラスの下位を除けば、ほとんどの学生がCan youの

依頼表現は理解できているようである。一方で、単純な肯定文のcanの後ろの動詞原形部分を

Memoirs of Beppu University, 57（2016）

－ 101 －

表８　文法項目：不定詞

解　　　答問　　　　　題　　　　　文
正　答　率

問題
ID 0.8を超える

レベル
0.5を超える
レベル

to drinkI want something (    ).31165

toIt was careless of Jim (    ) make such a mistake.83123

to findIt is necessary (    ) out better ways.74193

toI borrowed a car from a friend (    ) go to Fukuoka.10670

something to tellDo you have time, Tom? I have (    ) you.86275

表９　文法項目：助動詞（基本）／助動詞会話表現

解　　　答問　　　　　題　　　　　文
正　答　率

問題
ID 0.8を超える

レベル
0.5を超える
レベル

speakTaro can (    ) English.6258

openＡ：Can you (    ) the window? Ｂ：Sure.22155

tellCan you (    ) me how to get to Beppu Station?22241

ShallＡ： (    ) we have lunch at the caf姦? Ｂ：Yes, let's."22279

shouldYou look sick. You (    ) go to see a doctor right now.53197

Can IＡ： (    ) ask you a personal question? Ｂ：Sure. What is it?63199

had toHe (    ) go to college yesterday.84118

useＡ： Can I (   ) this computer now? Ｂ：Sure.858

don't have toYou (    ) go to school today because it's Sunday.8615



選ぶ問題で正答率が0.8を超えるのはレベル６で、慣用表現Can youよりも理解度が低いことが

わかる。また、Can Iで始まる慣用表現では正答率0.5を越えたのはレベル５で、0.8を超えるのは

レベル８である。これらのことから考えると、canの使用方法を完全に理解している学生は半分

より上の学生で、それ以下はなじみのある表現は理解できているが、助動詞の基本を理解して

いるとは言えないようである。

　助動詞自体を選ぶ問題は、助動詞や慣用表現の意味を理解できていなければ正答できない。

Shall weの慣用表現はレベル２で正答率0.8を超えており、学生にとってなじみのある表現である

ことがわかる。shouldやCan Iは正答率0.5を超えるのがレベル３、0.8を超えるのがレベル５と

６で、半分より上の学生は理解しているようである。have toを使った表現は２問あるが、どちら

も正答率は低く、過去形のhad toでは、正答率0.5を超えるのはレベル４、0.8を超えるのはレベル

８、否定のdon't have toでは、正答率0.5はレベル６、0.8は８となっており、have toを用いた

表現は、上位クラス以外の学生はきちんと理解できていないことがわかる。

　助動詞は種類も多く、どの程度理解できているかを把握するには、さらに問題を増やす必要が

あるが、中学・高校で学習する会話表現はそのまま覚えて使えるが、同じ助動詞でも使い方が

異なると正答率が下がるのは、助動詞の基本が習得できていないためと考えられる。

⑦ 比較表現（基本）

　この文法分類は中学校で学習する基本的な比較表現を問うものである。内容は、原級２問、

比較級４問、最上級４問と、識別力が高い問題が多い分類である。正答率0.5を超えるレベルは、

いずれもレベル１～３、正答率0.8を超えるレベルはレベル４～６と、内容に関わらず、一定の

範囲に収まっている。このことから、半分より上のレベルであれば、比較の基本表現はある程度

身に付いていると考えられる。ただ、１問だけ、レベル10でも正答率0.5を超えない問題が、ID75

である。この問題はthanがあるので、比較級のmoreを選べば良いのだが、moreの基本的な意味

や変化を理解していないために、正解を選べなかったものと思われる。従って、上位レベルでも、

一通りの基礎の復習が必要であろう。

⑧ 人称代名詞

　人称代名詞の使用法は、初歩的なもので、大学生であれば当然理解していなくてはならない。

今回取り上げた問題の中で識別力が最も高かったID152の問題を見ると、正答率はレベル１で

0.5、レベル２で0.9を超えており、目的格のmeに関しては、Ｂクラスの下位レベルだけが理解で
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表10　文法項目：比較（基本）

解　　　答問　　　　　題　　　　　文
正　答　率

問題
ID 0.8を超える

レベル
0.5を超える
レベル

the bestThis is (    ) picture in my album.6176

the bestI like roses (    ) of all the flowers.52127

as fastTom can run (    ) as Ken.52128

tallestMr. Smith is the (    ) man in this village.4326

betterWhich do you like (    ), dogs or cats?5377

tallestMr. Smith is the (    ) man in this class.43104

biggerThis apple is (    ) than that one.53169

soon asTo follow the tight schedule, I had to finish the report as (    ) I could.63203

smarterThe boy is (    ) than any other student in the class.5427

moreHe has (    ) money than you.超えない超えない75



きていないことがわかる。この問題だけをみれば、人称代名詞はかなり理解できているように

見える。しかし、他の目的格のhimを選ぶ問題を見ると、正答率0.5を超えるのは、レベル２～３、

複数の主語の代名詞であるtheyを選ぶ問題もレベル２～３となっている。さらに、前の文章から

使われる代名詞yoursを推測しなくてはならない問題では0.5を超えるのはレベル５である。一方

で、どの問題もレベル５～７では正答率0.8を超えているので、半分より上の学生には人称代名詞

は問題なく理解できているものと考えられる。

⑨ 従位接続詞

　従位接続詞で識別力の高かった問題はすべて副詞節を作る接続詞である。従位接続詞は、難易

度では上位には入っていなかったが、これまで見てきた文法分類に較べると、やはり難易度は高

くなる。従って、正答率が0.5を超えるレベル３が１問、４が１問、５が３問、また0.8を超える

レベルは４が１問、７が１問、８が２問、９が１問と全体に高めになっている。従位接続詞は、

複文になるので、文の構造を理解した上で、文と接続詞そのものの意味がわからないと正解を導

き出せない。同じbecauseという解答を選ぶ２つの問題で１問だけが正答率が高くなっているの

は、文の中で使用されている単語の難易度に左右されているためであろう。従って、becauseと

いう接続詞の意味と使用方法については、中間レベルの学生は理解しているものと考えられる

が、その他の接続詞の正答率の低さから見ると、Ｂクラス、Ｍクラスでやり直しが必要である。

⑩ 疑問詞疑問文

　疑問詞疑問文６問のうち、３問は疑問詞を問うもの、残りの３問は疑問詞の後の疑問文の形を

選ぶ問題である。

　疑問詞を問う問題中、レベル１で正答率0.5を超えている２問は、疑問詞How oldとWhat 

timeという中学校の初歩レベルの疑問詞を答える問題なので、レベル２で正答率0.8を超えて

おり、一部正解できなかった者がいるが、ほとんどの学生は問題なく正解できている。What 
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表11　文法項目：人称代名詞

解　　　答問　　　　　題　　　　　文
正　答　率

問題
ID 0.8を超える

レベル
0.5を超える
レベル

TheyMr. and Mrs. Sato like traveling.  (   ) sometimes go abroad.5155

mePlease tell (    ) the way to the station.21152

himI like (   ) very much.5254

theyＡ：Are the students from America? Ｂ：No, (    ) are from Canada.72101

TheyＡ：Where are Tom and Jane? Ｂ：(    ) are in the park.52153

himＡ：Do you sometimes see Jim? Ｂ：Yes, I saw (    ) yesterday.634

herＡ：Did you talk to Jane yesterday? Ｂ：Yes, I talked to (    ).53111

yoursWhose ballpoint pen is this? Is it (    )?75206

表12　従位接続詞

解　　　答問　　　　　題　　　　　文
正　答　率

問題
ID 0.8を超える

レベル
0.5を超える
レベル

becauseI am very sleepy (    ) I couldn't sleep well last night.4322

becauseHe is angry (    ) you didn't tell the truth.84209

whenI'll call you (    ) he comes back.8585

Although(    ) he had a cold, he went to school.95103

untilWe had to wait (    ) the next train came.75176



sportという疑問詞を答える問題は正答率0.5を超えるのがレベル２、0.8を超えるのはレベル３と

それぞれ一つ高くなっているが、これも一部学生を除けば、全体によく理解していると言える。

　一方、疑問詞の後の疑問文の形を問う問題では、Howの後のdo youとHow oftenの後のdo 

youでは、正答率0.5でレベル２と３だが、正答率0.8ではレベル４と８と、大きく差が開いている。

選択肢はまったく同じなので、How oftenという疑問詞になじみがない学生が正解を導き出せな

かったものと思われる。

　疑問詞疑問文をきちんと理解できているのはＡクラスレベルである。Ｍクラスレベルになると

大体は理解できているが見慣れない語彙になると間違いが多くなるようである。覚えている疑問詞

の種類も少なく、疑問詞疑問文の構造は理解していないことがうかがえる。

⑪ 間接疑問文・付加疑問文・否定疑問文

　この分類は、さまざまな疑問文を理解できているかどうかを問う問題となるので、ここで挙げて

いる６問も、２問が否定疑問文、１問が付加疑問文、３問が間接疑問文となっている。否定疑問文

の２問は、0.5を超えるレベルは３と９だが、0.8を超えるレベルは８と10である。どちらも、良く

理解できているレベルはＡクラスレベルとなっており、文意を読み取って否定疑問形を選ぶこと

が中下位レベルでは難しいことがわかる。付加疑問文も、正確な理解度を知るためには、問題を

増やす必要があるが、上位クラスしか理解できていないようである。間接疑問文は、疑問詞を問う

問題が１問、疑問詞の後の語順を問う問題が２問である。どの問題も正答率が低く、Ａクラスでも

理解できていないことがわかる。

　

　以上のように、識別力の高い問題に関しては、正答率を分析することで、どのクラスのどの

レベルが、何を理解できていないのかをある程度判断することができる。分析結果を各クラス

での授業に反映すれば、より効果的に学生への教育ができる可能性がある。また、教員が経験的

に「このクラスはこの文法分類がしっかり理解できていない」とぼんやりと感じていることを、
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表13　疑問詞疑問文

解　　　答問　　　　　題　　　　　文
正　答　率

問題
ID 0.8を超える

レベル
0.5を超える
レベル

HowＡ：(    ) old is your brother? Ｂ：He is ten years old.2156

What(    ) time is it now by your watch?21154

do youＡ：How (    ) go to school? Ｂ：I walk to school."426

WhatＡ： (    ) sport do you play? Ｂ：I play baseball."32293

do youＡ： How often (    ) go to the swimming pool? Ｂ：Twice a week.83112

are youＡ： Where (    ) going? Ｂ：To the convenience store."43213

表14　間接疑問文・付加疑問文・否定疑問文

解　　　答問　　　　　題　　　　　文
正　答　率

問題
ID 0.8を超える

レベル
0.5を超える
レベル

Didn'tI hear she sold her house. (    ) she like it?109164

Don't youＡ： (    ) like baseball? Ｂ：No, I don't. I like soccer.83214

whyI want to know (    ) he was late yesterday.7533

does heHe doesn't drink beer, (    )?9719

Ken wasI asked Kana where (    ).108257

you boughtCan you tell me what (    ) last night?超えない超えない174



データとして目に見える形にすることは、教員が確信を持って学生を指導できるよう支援できる

点で、大きな意味を持つのではないかと思われる。

５　まとめ

　以上、別府大学で実施している年３回の共通テストのデータから、現時点で分析可能なデータ

を挙げ、どのようなフィードバックが可能なのかを考察してみた。難易度からは、別府大学の学生

がどの文法分類を苦手としているのかについて大まかな傾向が把握でき、一番の問題は語彙力で

あることも推測できた。解答選択からは、同じような問題が揃えば、どのような誤答の傾向が

多いかを分析でき、指導に活用できる可能性がある。正答率からは、およそのクラスレベルごと

に文法や語彙の理解度が把握できることが確かめられた。

　しかしながら、今回のデータ分析では、すべての文法分類において、識別力の高い問題が揃って

いるとは言えず、授業へのフィードバック用に分析を行うには、問題の種類や量がまだまだ不足

していることも明らかになった。今後問題をさらに充実させ、識別力の高い問題を増やしてデータ

を蓄積することで、より綿密な分析が可能になり、授業への活用範囲も広がっていくものと思わ

れる。

付記

本研究は別府大学GP（研究支援；平成24年度・25年度・26年度・27年度）「語学教育における

プレイスメントテストの効果的な活用と教育効果の測定に関する共同研究」の助成による研究

成果の一部である。
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